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関する研究も進めた (恵美宜彦 ･名大 ･医.今村





霊長類において特異的な特 徴 を も つ 薬 物 代 謝
酵 素 の 研 究 の 発 展 と し て 環 境 中 の 化 学 物 質 に つい
て 研 究 を 進 め た ｡ プ ラ ス チ ッ ク に 由 来 す る 内分泌
披 乱 性 の フ タ ル 酸 エ ス テ ル に つ い て 都 市部飼育サ














































































































































































































































































8)平野六 ･中村仲 ･岡田其紀 ･許禎壬･伊藤麻















ll)光永捻子 ･中村仲･消水碇千 ･平野托 ･今村
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ニホンザル野外観察施設
波速邦夫(施設長併任)･室山泰之 ･足摺貞成l)
近年野生ニホンザルの人里への接近と段作物
被害の増加が全国各地から報告されるようにな
り､日本固有種であるニホンザルの保護･管理に
対する取り組みの必要性が指摘されている｡この
ような情勢の中､本施設では.ニホンザル個体群
や生息環境の変化を把握することが保誠 ･管理を
考える上で不可欠であるとの認識に立ち､基本的
な生態学的資料を各地で継続的に収災する体制を
整えることを長期的な目標として研究活動をおこ
なっている｡また､野生ニホンザルの保讃 ･管理
にかかわる研究にも積極的に取り組んでいる｡
今年度は各研究林でおこなわれている長和的
な調査にスタッフが積極的に参加し.各地での研
究活動の現況の把握に努めた｡具体的には､下北
半島でのニホンザルの生息状況の把握､屋久島上
部域および西部林道地域でのニホンザル生息調
査､血液採集 ･身体計測等を目的とした事由での
一斉捕頚調査への参加がおこなわれた｡また.煤
護 ･管理に直接かかわる活動としては.披宙管理
のための基礎的調査および実験､ニホンザル保治
管理のためのマニュアル作成作業などがおこなわ
れた｡
現在の施設運営は､下北･屋久島 ･寺島の3
研究林 ･観察ステーションに重点をおいておこ
なっている｡上信越 ･木曽研究林での研究活動に
ついては､保全生物学 ･野生動物管理学分野への
取り組みとも相まって.将来の新たな形での拘縮
戊を模索している｡
平成10年度の各地ステーションの状況は､
次の通りである｡
1.幸島観察所
幸島では1952年に餌付けが成功して以来､
全個体識別に基づいた群れの長期継続鋭察が行わ
れている｡1998年には16頭もの出産があったが､
1999年は1頭の死産が観察されただけであった｡
年内に6頭の死亡があり､平成12年3月未の時点
での総個体数は､マキグループの約10頭を含め､
